
















〈はじめに〉 

足部の変形は歩行異常.胼胝や潰瘍形成など多くの問題を生じるが,これには足底部に加わ

る圧の異常が大きく関与していることが少くないと考えられる。また,足部の変形を少しで

も矯正しようとして靴型装具などが用いられるが,このために靴に足を合わせるようなこ

とも少くない。この事は新しい潰瘍の形成など不測の事態が生ずる原因となる。したがっ

て,靴をはいて歩行する際に足底部に加わる圧を知ることは足部変形の治療上極めて大切

なことである。 

足底部圧測定に関しては従来.墨汁法やミラーを用いた足圧痕や Strain Gange を用いての

足底圧測定など多くの工夫があるが,繁雑であったり,特殊な知識や器械を要するなどのた

めその応用範囲は極めて限局されたものである。超低圧用プレスケールを用いた方法は簡

易で誰にでもどこでも使用できる利点があるので臨床的に有用であろると考えてその方法

と結果について報告する。 


